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前
職
で
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
働
い
て
い
た
頃
に
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク

で
体
調
を
崩
し
た
経
験
か
ら
、
心
と
体
の
健
康
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
代
表
の
高
橋
さ
ん
。
「
身
体
に
良
い
こ
と
を
す
る
と
心
も
良
く
な

る
」
と
い
う
気
づ
き
か
ら
、
「
手
の
ぬ
く
も
り
で
心
を
ほ
ぐ
す
」
と

い
う
意
味
を
込
め
た
『
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
T
E
T
E
』
を

2
0
1
1
年
に
創
業
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
3
店
舗
に
拡
大
し
、
そ
の
う
ち
1
店
舗
は
脱
毛
・
セ
ル
フ

ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
専
門
店
（
m
o
t
e
t
e
）
と
し
て
運
営
。
肌
に

触
れ
る
タ
オ
ル
や
ク
リ
ー
ム
等
は
こ
だ
わ
り
の
天
然
素
材
や
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
素
材
を
使
用
し
、
室
内
の
内
装
材
に
も
出
来
る
だ
け
自
然
素

材
を
採
用
す
る
な
ど
、
健
康
志
向
の
方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
方
も

安
心
し
て
利
用
で
き
る
空
間
づ
く
り
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

施
術
メ
ニ
ュ
ー
は
柔
道
整
復
師
や
理
学
療
法
士
等
の
資
格
を
持
つ

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
考
案
。
初
回
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
お
客
様
の
ニ

ー
ズ
を
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
様
々
な
メ
ニ

ュ
ー
か
ら
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
疲
労
部
位
の
施

術
か
ら
美
容
・
予
防
ま
で
カ
バ
ー
し
、
男
性
か
ら
は
ヒ
ゲ
脱
毛
も
人

気
で
す
。
顧
客
は
「
じ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
人
」
、
「
癒
し

を
求
め
る
人
」
と
多
岐
に
わ
た
り
、
家
族
連
れ
や
利
用
者
か
ら
の
紹

介
経
由
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。
「
前
職
か
ら
20
年
以
上
の
お
付
き

合
い
が
あ
る
方
も
い
て
、
何
で
も
相
談
で
き
る
大
切
な
家
族
の
よ
う

な
存
在
で
す
」
と
高
橋
代
表
は
語
り
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
採
用
で
は
人
柄
を
重
視
し
、
各
自
の
個
性
を
活
か
し
た

接
客
や
施
術
を
奨
励
。
「
ど
の
ス
タ
ッ
フ
で
も
良
い
施
術
を
受
け
ら

れ
る
」
と
お
客
様
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
直
接

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
喜
び
が
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

最
近
で
は
健
康
経
営
の
高
ま
り
か
ら
、
企
業
の
福
利
厚
生
と
し
て

の
利
用
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
制
と
月
額
制
の
プ
ラ
ン
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
社
員
の
離
職
防
止
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。
「
ぜ
ひ
心
身
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
技
術
研
修
の
需
要
も
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
『
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
ス
ク
ー
ル 

T
E
T
E
』
と
店
名
を
改
め
、
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
機
能
も
強
化
予

定
。
「
施
術
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
た
い
方
や
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
方

な
ど
、
多
く
の
方
に
学
ん
で
い
た
だ
き
、
垣
根
を
越
え
て
、
心
と
体

の
健
康
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
展
望
も

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今月の表紙
『（同）Natural  work（リラックス＆スクール  TETE）』

事業所データ
◆代表者
　代表社員　高橋　優
◆所在地　
　加古川市加古川町木村715-1（加古川店）
◆HP
　
◆表紙写真
①加古川店の前にてスタッフの皆さんと
②⑤ボディケア以外にも、人気のヘッ
　ドスパや小顔矯正をはじめ多数のメ
　ニューで心身を健康に！
③人にも環境にもやさしいオーガニッ
　ク素材と天然素材で日頃の疲れを癒
　します
④窓口では笑顔で高橋さんやスタッフ
　の皆さんが出迎えてくれます
⑥リラクゼーションだけでなく、技術
　スクールも実施しています！

たかはし 　ゆう

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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「今月の“こんな日”」

印刷物入札　他

関係機関からのお知らせ

「伝統の酒米「山田錦」を未来へ。
　～地元産業を支える農業高校生の挑戦～」
　兵庫県立農業高等学校　生物工学科
　　教諭（農学博士）　今村　耕平  さん

「新しい世代の未来のために」
　羽原塾　加古川校
　　代表　羽原　靖幸  さん

カスタマーハラスメントから従業員を守るために

もくじ

特集

クローズアップ

エッセイ

会議所のうごき

団体だより

会議所からのお知らせ

インフォメーション

会議所カレンダー

未来の職業を考える高校生のための
　「企業見学会」を実施！ 他
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青年部・女性会・異業種交流会・環境保全研究会
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特　集

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
顧

客
や
取
引
先
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
全
て
を

指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
レ
ー

ム
に
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を

求
め
る
正
当
な
も
の
が
あ
る
一
方
で
、

過
剰
な
要
求
を
行
っ
た
り
、
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
に
不
当
な
言
い
が
か
り
を
つ
け

る
悪
質
な
ク
レ
ー
ム
も
存
在
し
ま
す
。

こ
の
不
当
・
悪
質
な
ク
レ
ー
ム
が
、
い

わ
ゆ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で

す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
や
、
そ
れ
に
当
た

り
得
る
行
為
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に

示
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
最

も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
相
手

の
気
持
ち
を
理
解
し
、
普
段
か
ら
顧
客

等
と
の
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
も
重

要
な
取
組
の
１
つ
で
す
。

①
顧
客
対
応
の
考
え
方

 

顧
客
等
と
の
良
好
な
関
係
を
築
く
た

め
に
は
「
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
す
る

こ
と
」
が
大
切
で
す
。
的
外
れ
な
ク
レ

ー
ム
も
背
景
に
は
孤
独
や
ス
ト
レ
ス
、

不
安
な
ど
が
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
背
景
を
推
し
測
る
傾
聴
が
で
き
れ

ば
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
な
い
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
。

②
ク
レ
ー
ム
へ
の
初
期
対
応
の
考
え
方

　
ク
レ
ー
ム
対
応
で
は
、
相
手
の
要
求

内
容
を
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
時
に

は
寄
り
添
い
な
が
ら
冷
静
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
対
応

時
は
第
一
印
象
が
非
常
に
重
要
で
す
。

不
誠
実
な
言
動
を
取
っ
た
り
、
顧
客
等

を
ク
レ
ー
マ
ー
扱
い
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
誘

発
す
る
端
緒
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
表
情
や
言
葉
遣
い
な
ど
に
は
、
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
責
任
が
不
明
確
な
初
期
段
階
で
は
、

対
象
を
限
定
し
た
形
で
の
謝
罪
が
有
効

で
す
。
「
ご
心
配
を
お
か
け
し
（
ご
不

快
な
思
い
を
お
か
け
し
）
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
」
と
謝
罪
す
る
こ
と
で
怒
り
が

収
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
相
談
体
制
の
整
備

　
顧
客
等
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
の
初
期
段

階
で
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
判
断
や
発
生
時

の
対
応
方
法
な
ど
の
相
談
窓
口
・
相
談

対
応
者
を
予
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
教
育
・
研
修
の
実
施

　
従
業
員
が
迷
惑
行
為
や
悪
質
ク
レ
ー

ム
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
に
定
期
的
な
研
修
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
経
営
層
に
お
い
て
も
、
事

業
へ
の
影
響
や
優
先
順
位
を
判
断
し
た

対
応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
研
修

を
通
じ
て
の
意
識
改
革
を
図
る
な
ど
、

積
極
的
な
取
組
を
促
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
顧
客
等
か
ら
従
業
員
に
対
す
る
行
為

が
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
は
、
個
別
事
案
の
状
況

に
よ
っ
て
判
断
が
異
な
る
た
め
、
一
律

な
線
引
き
は
困
難
で
す
。
一
方
、
適
切

な
初
期
対
応
を
行
う
上
で
、
正
当
な
ク

レ
ー
ム
と
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
事
業
所
に
お
い
て
は
、
次
の
３
つ
の

視
点
か
ら
「
就
業
環
境
が
害
さ
れ
た
か

ど
う
か
」
、
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
行
為
に
あ
た
る
か
」
等
を
判
断
し

ま
し
ょ
う
。

　近年、顧客からの過度な要求や悪質なクレーム、いわゆる「カスタマーハラスメント」が深刻な社会問題となっています。こうした
状況を踏まえ、労働施策総合推進法の改正の議論が進み、令和7年6月にはカスタマーハラスメント対策を企業や自治体に義務
付ける法案が可決されました。施行までに時間はありますが、社内整備を事前に進める必要があります。そこで本特集では、既に
東京都で施行されている「東京都カスタマー・ハラスメント防止条例」を中心にカスタマーハラスメントの定義や防止策、発生時
対応等についてお伝えします。

出典・参考：厚生労働省「ハラスメント対策・女性活躍推進に関する改正ポイントのご案内」
東京都「カスタマーハラスメント防止のための各団体共通マニュアル」　　　　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
初
期
対
応

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

判
断
基
準
と
対
応
方
針

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

カスタマーハラスメントの定義
　カスタマーハラスメントとは、以下の
３つの要素をすべて満たすものです。
『①顧客、取引先、施設利用者その他の
利害関係者が行う』、『②社会通念上許
容される範囲を超えた言動により』、
『③従業員の就業環境を害すること』　
　

カスタマーハラスメントに当たり得る行為
◎暴力行為　◎暴言・侮辱・誹謗中傷　◎威嚇・脅迫　◎従業員の人格の否定・差別的な発言　
◎土下座の要求　◎長時間の拘束　◎社会通念上相当な範囲を超える対応の強要　
◎合理性を欠く不当・過剰な要求　
◎会社や従業員の信用を棄損させる内容や個人情報等をSNS等へ投稿する行為
◎従業員へのセクシャルハラスメント、 SOGI※ハラスメント、 その他ハラスメント、 つきまとい行為など
※SOGI（ソジ）・・・性的指向（Sexual Orientation）と性自認（Gender Identity）の頭文字を
　とった略称

【上記は一例であり、これらの行為に限られるものではありません】

・侮辱的な暴言、差別的・性的な言動、暴力や脅迫を伴う苦情は、社会通念上、正当なクレームの
　範囲を逸脱しており「就業環境が害される」と考えられます（馬鹿、死ねなどの暴言）。

・言葉は侮辱的でない場合でも、恐怖心を与えるような口調、大声、個人を攻撃する意図がある要
　求等は、従業員が恐怖・不安・無力感等を感じ、「就業環境が害される」可能性が高いです。　
　（ＳＮＳに写真をアップするなど）

・従業員の顔などを無断で撮影する行為や写真等をインターネット上で公開する行為は、「肖像権」
　の侵害になり得るため、「就業環境が害される」と考えられます。

・暴言で返すことなく丁寧な言葉を用いて冷静・沈着に対応する。（例：乱暴な言葉はお控えください。）
　①顧客等の挑発に乗らない。突然の怒声や罵声に慌てたり感情的になったりしない。
　②顧客等を挑発しない。顧客等の感情を害する言動をしない。
　③過度にへりくだらない。

・頭を叩かれるなどの暴行は、暴行罪に該当するため現場監督者の判断を待つことなく、ただちに
　警察に通報する。他のお客や従業員への危害を及ぼさないためにも出来るだけ複数人で対応する。

・録音・録画・対応記録などを残し、事後検証や証拠として提出できるようにする。

具体的には・・・

①　要求態様に着目する

判断ポイント

対応方針（暴言・暴行）

・侮辱的な言葉（人格否定等の暴言）
・暴力行為（物を投げる、叩かれる等）
・威圧的態度（怒鳴る、テーブルを叩く等）
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特　集
　
個
別
の
事
情
を
十
分
に
配
慮
し
、
従

業
員
が
真
摯
か
つ
丁
寧
に
対
応
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
著
し
い
迷
惑
行
為
が
収

ま
ら
な
い
場
合
は
現
場
監
督
者
も
含
め
、

組
織
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
顧

客
対
応
の
中
止
か
ら
、
警
察
に
通
報
す

る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
対
応
の
中
止
を
伝
え
る

　
従
業
員
の
心
理
的
負
担
や
周
囲
の
お

客
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
対
応
の
中
止

を
顧
客
等
に
伝
え
ま
す
。

②
行
為
の
中
止
を
求
め
る

　
迷
惑
行
為
を
や
め
る
よ
う
顧
客
等
に

伝
え
ま
す
（
２
，
３
度
繰
り
返
す
）
。

③
退
去
を
命
令
す
る

　
迷
惑
行
為
を
辞
め
な
い
場
合
、
施
設

管
理
権
に
基
づ
き
退
去
を
命
じ
ま
す

（
２
，
３
度
繰
り
返
す
）
。
※
悪
質
な

場
合
は
、
再
訪
の
可
能
性
も
考
慮
し
て
、

出
入
禁
止
措
置
も
検
討
く
だ
さ
い
。

④
警
察
に
通
報
す
る

　
繰
り
返
し
退
去
を
命
じ
て
も
退
去
し

な
い
場
合
、
最
終
警
告
し
ま
す
（
例
：

出
て
い
か
な
い
の
で
あ
れ
ば
警
察
へ
連

絡
し
ま
す
）
。
そ
れ
で
も
な
お
、
退
去

し
な
い
場
合
は
警
察
へ
通
報
し
ま
す

（
緊
急
時
：
『
１
１
０
番
』
、
そ
れ
以

外
：
所
轄
の
警
察
署
へ
『
♯
９
１
１
０

番
』
）

⑤
警
察
官
に
状
況
を
説
明
す
る

　
警
察
官
の
到
着
後
、
こ
れ
ま
で
の
状

況
を
説
明
し
、
録
画
や
録
音
が
あ
る
場

合
は
、
内
容
を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
際
、
顧
客
を
退
去
さ
せ
た
い
旨
を

明
確
に
伝
え
ま
す
。
ま
た
、
迷
惑
行
為

を
行
う
顧
客
を
指
導
す
る
よ
う
に
依
頼

し
ま
す
（
例
：
厳
重
に
注
意
し
て
欲
し

い
）
。

　
警
察
官
の
到
着
前
に
相
手
が
立
ち
去

っ
た
場
合
で
も
、
再
訪
す
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
は
、
警
察
に
情
報
共
有
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
遇

し
た
従
業
員
が
い
る
場
合
、
個
人
の
責

任
と
せ
ず
、
組
織
と
し
て
対
応
す
る
視

点
が
重
要
で
す
。

　
従
業
員
が
安
心
し
て
報
告
や
相
談
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
整
備
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
外
部
専
門
家
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
機
会
の
提
供
や
、
弁
護
士

に
よ
る
法
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
外
部
専
門
家
の
活
用
が
難

し
い
場
合
も
、
従
業
員
の
安
全
と
健
康

を
守
る
た
め
に
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
他
に
も
、
国
の
相
談
窓
口
や
他
社
の

事
例
も
是
非
ご
参
考
い
た
だ
き
、
会
社

と
従
業
員
を
守
る
た
め
の
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

顧
客
応
対
の
中
止
と
警
察
と
の
連
携

発
生
後
の
対
応
と
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

ハラスメントの総合的な窓口として、
相談を受け付けています。

国によって設立された法的トラブル
解決のための「総合案内所」です。

カスタマーハラスメント対策の取組に
活用いただけるツールを掲載しています。

事業所名：旭㈱（つり具山陽・ゴルフ山陽）
事業所住所：平岡町新在家893-1（ゴルフ山陽）

加古川町南備後350-2（つり具山陽 加古川店）
代表者：代表取締役　清水　美智子

・商品やサービスの瑕疵を原因とする金銭賠償や商品交換を
　要求する行為自体は、実際に応じるかは別として、正当な
　クレームの範囲内である可能性があります。しかし、明ら
　かに不当な金品の要求であった場合、「就業環境が害され
　る」と言える可能性があります。

・土下座での謝罪要求は社会通念上、度を超えた要求であり
　「就業環境が害される」と考えられます。こうした要求は
　正当なクレームではありません。

・就業者の解雇を求めるなど人事に関する要求は、顧客等の
　権利とは言えず、不当な要求であるため、「就業環境が害
　される」と言える可能性があります。

・（執拗な要求）対応時間を定め、超過した場合は退去要求をする
　→同じ要求が何度も繰り返された場合、早い段階でこれ以上対応できない旨を明確に伝える。
　→顧客等が聞き入れない場合、現場監督者に報告し、現場監督者より最終的な退去要求をする。
　→それでもなお聞き入れない場合、現場監督者から警察に通報する。

・（土下座の要求）毅然とした態度で要求を拒否する
　→暴言で返すことなく丁寧な言葉を用いて冷静・沈着に対応する。（例：そのような対応はできません）
　→明確に迷惑行為であることから対応できない旨を伝える。（例：これ以上お客様とはお話できません）

②　要求内容に着目する
判断ポイント

対応方針（執拗な要求・土下座の要求）

支援・相談窓口、参考資料

・高額な賠償の要求
　（金品の要求）
・苦痛を伴う行為の要求
　（土下座の要求）

・要求内容や態様に問題がない（穏やかな口調）場合でも、
　長時間の拘束自体が就業環境を悪化させる可能性がありま
　す。

・生命・財産に関わる緊急時を除き、早朝・深夜の苦情（業
　務時間内である場合を除く）は、社会通念上、適切ではあ
　りません。この場合、顧客等の状況や「回数・頻度」を総
　合的に考慮した結果、「就業環境が害される」と言えるか
　判断する必要があります。

・同じ要求を繰り返す、何回も退去命令したにも関わらず居
　座るなど、言動や行為の「回数・頻度」から「就業環境が
　害される」と言える場合があります。

・対応時間に関するルールを定める（長時間の拘束）
　→何度も同じ主張が繰り返され、堂々巡りの状況が続いた場合、対応を打ち切る旨を伝える
　→事業所等が設定した対応時間の目安を超過した場合、要求に応じられない旨を伝え、電話を切る。
　（※目安の時間を超えた段階で直ちにカスタマーハラスメントに該当するものではない点に十分留意ください）

・社会通念上、限度を超えた回数の電話が繰り返される場合、業務妨害罪に該当する可能性もある
　ため警察や弁護士に相談することも重要です。

③　時間・回数・頻度に着目する
判断ポイント

対応方針（長時間の拘束・繰り返し）

・長時間の拘束（何時間も話し続ける）
・社会通念上不適切な時間（早朝・
　深夜等）の連絡
・同じ内容を繰り返し話し続ける
・毎日何度も電話を掛ける

兵庫労働局　
雇用環境・均等部

日本司法支援センター
（法テラス）

あかるい職場応援団
（厚生労働省）
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　兵庫県立農業高等学校の生物工学科では、酒米
「山田錦」の課題解決のために、バイオテクノロジ
ーを活用した品種選抜に取り組んでいます。
　醸造学習を通じた伝統産業を支える活動について、
担当する今村先生にお話をお伺いしました。　　　

地
元
酒
蔵
と
の
連
携
か
ら
生
ま
れ
た
醸

造
学
習

　

生
物
工
学
科
で
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
活
用
し
た
作
物
生
育
を
軸
に
、
技
術
と

科
学
の
視
点
か
ら
農
業
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
に
着
任
し
て
以
来
、
後
継
者

不
足
や
農
業
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
伝
統
技

術
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
高
校
生
が
学

ん
だ
知
識
を
活
か
し
、
地
域
貢
献
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
１
つ
が
、地
元
唯
一
の
酒
蔵（
岡

田
本
家
）
と
の
連
携
で
し
た
。

「
山
田
錦
」
の
課
題
に
挑
む
高
校
生
の

研
究

　

産
学
連
携
の
下
、
生
徒
た
ち
は
精
米
か
ら

仕
込
み
、
瓶
詰
・
梱
包
ま
で
一
貫
し
て
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
高
校
生
は
お
酒
を

口
に
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ
が
彼
ら

の
研
究
の
見
せ
所
で
す
。
専
門
の
分
析
機
器

を
使
い
、
発
酵
過
程
の
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
や

ア
ミ
ノ
酸
度
な
ど
を
測
定
。
味
や
香
り
を
波

形
デ
ー
タ
と
し
て
数
値
化
し
、
目
指
す
品
質

に
ど
う
す
れ
ば
近
づ
け
る
か
を
科
学
的
に
探

求
し
ま
す
。

　

こ
の
醸
造
学
習
の
過
程
で
誕
生
し
た
の
が
、

加
古
川
市
内
の
花
酵
母
を
使
っ
た
純
米
吟
醸

酒
「
県
農　

花
手
紙
」
で
す
。
地
元
の
素
材

を
使
っ
て
、
高
校
生
が
唯
一
無
二
の
特
産
品

を
生
み
出
す
こ
の
活
動
は
、
彼
ら
が
地
場
産

業
を
深
く
理
解
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
課
題
に
な
っ
た
の
が
原
材
料
で

あ
る
酒
米
「
山
田
錦
」
の
安
定
し
た
生
産
で

し
た
。
草
丈
が
高
い
た
め
に
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨

や
台
風
な
ど
の
気
象
災
害
に
弱
い
と
い
う
課

題
を
長
年
抱
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
べ
く
、
２
０
１
８
年
よ
り
生
徒

た
ち
と
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
習

し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
葉
の
先
端
か
ら
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
抽
出
す
る
な
ど
、
実
験
を
重
ね
る
こ

と
で
、
背
丈
を
低
く
す
る
遺
伝
子
を
特
定
。

バ
ー
コ
ー
ド
の
よ
う
に
現
れ
る
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ

ン
ド
パ
タ
ー
ン
」
か
ら
、
有
望
な
個
体
を
識

別
す
る
技
術
を
確
立
し
ま
し
た
。
先
輩
か
ら

後
輩
へ
と
研
究
は
引
き
継
が
れ
、
地
道
な
検

証
作
業
の
末
、
醸
造
に
も
適
し
た
品
種
を
選

抜
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
学
び
と
地
域
貢
献

　

現
在
、
選
抜
さ
れ
た
次
世
代
の
酒
米
は
、

酒
蔵
と
地
元
農
家
の
全
面
協
力
の
も
と
で
テ

ス
ト
栽
培
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ

の
有
望
な
品
種
を
登
録
し
、
知
的
財
産
と
し

て
権
利
を
守
り
ま
す
。
こ
れ
も
生
徒
た
ち
の

学
び
の
一
環
で
す
。
独
占
が
目
的
で
は
な
く
、

地
元
の
農
家
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
酒
米
を

利
用
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の
特
産
品
と

し
て
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

高
校
生
の
う
ち
か
ら
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
最
先
端
に
触
れ
、
探
求
心
を
持
っ
て
学

ぶ
経
験
は
、
生
徒
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ

ま
す
。
大
学
で
よ
う
や
く
高
度
な
実
験
に
触

れ
て
も
、
そ
の
面
白
さ
を
知
る
頃
に
は
就
職

活
動
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
早
い
段
階

で
研
究
の
面
白
さ
や
意
義
を
実
感
す
る
こ
と

が
、
未
来
を
担
う
人
材
を
育
む
と
考
え
て
い

ま
す
。

兵庫県立農業高等学校　生物工学科
教諭（農学博士）　今村　耕平 さん（中央）

と生物工学科の山中美英子先生（後列・左端）、生徒の皆さん

いまむら こうへい

伝統の酒米「山田錦」を未来へ。
～地元産業を支える農業高校生の挑戦～
伝統の酒米「山田錦」を未来へ。
～地元産業を支える農業高校生の挑戦～
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エッセイ

　

経
営
も
教
育
も
、
成
果
の
土
台

は
「
信
頼
関
係
」
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
信
頼
を
育
む
た
め

の
最
も
確
か
な
方
法
は
「
接
す
る

回
数
を
増
や
す
こ
と
」
で
す
。
こ

れ
は
、
私
が
学
習
塾
を
運
営
す
る

中
で
確
信
し
た
こ
と
で
す
。
通
塾

回
数
が
多
い
生
徒
ほ
ど
、
学
力
も

自
信
も
大
き
く
伸
び
、
表
情
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
信
頼
は
一
朝

一
夕
に
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
小
さ

な
積
み
重
ね
の
中
で
、
よ
う
や
く

芽
吹
く
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

学
習
塾
を
開
校
す
る
前
、
私
は

ま
っ
た
く
別
の
世
界
に
い
ま
し
た
。

消
防
士
と
し
て
18
年
間
勤
め
、
特

に
消
防
学
校
の
教
官
職
と
い
う
立
場
で
教
育

や
指
導
に
携
わ
り
、
２
０
２
３
年
９
月
末
に

退
官
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
の
北
側
に

学
習
塾
「
羽
原
塾
」
を
開
校
し
ま
し
た
。
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
１
年

後
に
は
在
籍
生
40
名
、
受
験
生
18
名
全
員
が

進
路
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全

く
ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦
で
し
た
が
、
「
新
し
い

世
代
の
未
来
を
よ
り
よ
く
し
た
い
」
と
い
う

想
い
だ
け
は
最
初
か
ら
揺
ら
ぐ
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

開
校
か
ら
３
ヵ
月
が
経
っ
た
当
時
、
在
籍

生
は
５
名
で
し
た
。
賃
料
、
教
材
な
ど
の
必

要
経
費
を
払
う
と
当
然
、
毎
月
が
赤
字
。
消

防
の
退
職
金
は
す
ぐ
に
底
を
つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
試
行
錯
誤
の
末
に
導
入
し
た
の
が

『
定
額
制
・
通
い
放
題
』
で
す
。
一
見
す
る

と
効
率
の
悪
い
制
度
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
接
す
る
回
数
が
信
頼
を
生
み
、
信
頼
が
成

長
を
生
む
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
あ
え
て

採
用
し
ま
し
た
。
結
果
、
週
４
・
５
日
通
う

生
徒
が
増
え
、
学
力
の
伸
び
と
自
己
肯
定
感

の
向
上
が
明
確
に
表
れ
ま
し
た
。
ご
家
庭
で

学
習
環
境
が
整
い
に
く
い
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
も
、
塾
が
安
心
し
て
学
べ
る
居
場
所
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
重
視
す
る
指
標
は
「
生
徒
が
自

分
を
好
き
に
な
れ
た
か
」
で
す
。
「
塾
で
笑

う
よ
う
に
な
っ
た
」
、
「
自
分
か
ら
机
に
向

か
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
保
護
者
か
ら

の
声
は
、
数
字
以
上
の
成
果
で
す
。
さ
ら
に
、

テ
ス
ト
で
成
果
が
出
れ
ば
、
そ
れ
は
自
然
と

共
感
を
呼
び
、
今
で
も
新
規
生
徒
の
65
％
は

口
コ
ミ
で
入
塾
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
生
徒
は
増
え
続
け
て
定

員
に
近
づ
い
て
お
り
ま
す
が
、
「
目
の
前
の

生
徒
に
本
気
で
向
き
合
う
こ
と
」
こ
れ
が
仕

事
の
基
本
で
あ
り
、
こ
の
先
も
生
き
残
っ
て

い
く
唯
一
の
道
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
現
場
は
、
少
子
化
や
不

登
校
、
経
済
格
差
、
家
庭
の
多
忙
化
な
ど
、

課
題
が
一
層
複
雑
化
し
て
い
き
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
塾
は
単
な
る
「
勉
強
を
教
え
る
場

所
」
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
「
自
分
を
肯
定

で
き
る
場
所
」
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
通
信
制
高
校
の
サ
ポ

ー
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
相
談
な
ど
、
幅
広

い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形
へ
と
事
業
を
進
化
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
今
後
も
、
教
育
を
通
じ
て
地
域
に
貢

献
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
の
場
を

広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
自
身
も
生
徒

の
身
近
な
大
人
の
一
人
と
し
て
一
生
懸
命
に

仕
事
を
し
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
光
を
灯

す
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と
強
く
願
っ
て
い

ま
す
。

「新しい世代の未来のために」

住 所
T E L
営業内容

：
：
：

加古川市加古川町河原240-1 HIビル2階
079-440-6860
幼児から高校生を対象とした学習
塾、教育学習支援

羽原　靖幸羽原塾　加古川校　代表
はばら やすゆき
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２社に密着！

未来の職業を考える高校生のための

　　「企業見学会」を実施！
未来の職業を考える高校生のための

　　「企業見学会」を実施！
　高校生を対象に加古川市域の地元企業を知ってもらうとともに職業観の育成、将来の進路選択・就職活動
に役立てていただくことを目的として、２０１１年から毎年「企業見学会」事業を実施しています。
　14回目となる今年は、8月４日から8月8日の日程で多種多様な企業を含む10コース20社を設定しまし
た。延べ24名の高校生が参加し、企業の現場を見学しました。今回は㈱コベルコロジスティクスと㈱マルア
イに密着しました。

㈱コベルコロジスティクス（神鋼物流㈱から社名変更）
　会社概要、神戸製鋼所加古川製鉄所内の説明の
後、製鉄所構内を見学しました。環境に配慮した取
り組みや、大小様々なクレーンを間近で見ることが
できました。また広い構内を機関車が走行する様
子を見学し、多くの参加者が最も印象に残ったと話
していました。
　参加者からは「機関車やクレーン車などの迫力
が印象に残っています。機関車の線路を伸ばすと
大阪まで行けるほど
の長さだということ
に驚きました。運転
は難しそうですが、
挑戦してみたいと思
いました」との声が
聞かれました。

㈱マルアイ
　会社概要の説明を受け、本社サポートオフィ
スと物流センター、店舗内を見学しました。物
流センターでは、大量の商品を調達し、保管、
店舗配送まで行っている様子を学びました。店
舗では野菜のパック詰めを体験したり、商品の
陳列の意味を考えたりと、発注から販売までの
一連の流れを見ることができました。
　参加者からは「物流センターの商品の数に圧
倒されました。よく
知っているスーパー
でも内部を初めて見
て、仕組みを学ぶこ
とができて良かった
です」といった声が
聞かれました。 商品陳列のルールを学ぶ屋上から製鉄所全体を眺める

11

アプリ設定の見直しを！

山本氏とグループワークの様子

コース 見学先 【企業名】

《見学コース・企業》 10コース・20社（募集時）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

I

J

日本毛織㈱ 印南工場［製造業］
㈱大浦ミート［食肉卸・小売業］

日本郵便㈱ 加古川郵便局［郵便・貯金・保険業］
㈲岸本材木店［木材販売・製材加工］

ハリマ化成㈱ 加古川製造所［化学品製造］
㈱岡崎製作所［製造業］

㈱コスモライフ［飲料水・ウォーターサーバー製造］
㈱花浄院［葬祭業］

㈱ファインシステム［IT業］
アイザワ証券㈱［金融・証券会社］

㈱メイショク［食品製造業］
㈱HER［理化学分析業］

前川建設㈱［総合建設業］
日本精化㈱［化粧品・医薬品等原料メーカー］

滝川工業㈱［製造業］
オークラ輸送機㈱［各種物流機器製造］

㈱コベルコロジスティクス［港湾運用業・加古川製鉄所構内運送業］
㈱マルアイ［総合食品スーパー］

社会福祉法人福竹会 鹿児の郷［老人福祉・介護事業］
多木化学㈱［化学メーカー］売り場では見られない大きなお肉も

お世話になった企業の皆様、
ありがとうございました！

会
議
所
の

会
議
所
の

　

７
月
31
日
、
鹿
島
興
産
㈱　

代
表
取

締
役
社
長
の
山
本
広
高
氏
を
講
師
に
、

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
提
唱
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
研
修
「
部
下
の
育
成
に
悩
む
あ
な

た
へ
！
明
日
か
ら
使
え
る
実
践
的
コ
ー

チ
ン
グ
＆
褒
め
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
用
の

資
料
を
使
用

し
な
が
ら
、

部
下
の
特
性

を
理
解
し
た

う
え
で
効
率

的
な
褒
め
方

や
テ
ク
ニ
ッ

ク
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

傾
聴
と
共
感
を
基
盤
と
し
た
対
話
力

で
個
人
の
成
長
を
促
し
、
チ
ー
ム
へ
の

帰
属
意
識
を
醸
成
す
る
力
が
必
要
で
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
的
確
な
目

標
設
定
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
で
着
実
に
業
務
を
推
進
し
、
本

質
を
見
極
め
て
「
や
ら
な
い
こ
と
」
を

決
断
す
る
戦
略
的
思
考
も
必
要
で
あ
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
17
名

　

理
想
の
上
司
に
な
る
た
め
に

ー
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
開
催
ー

　

８
月
４
日
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
情
報
技
術
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱　

代
表
取
締
役
の
篠

原
嘉
一
氏
を
講
師
に
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
危
機
管
理
〜
社
員
の
つ
ぶ
や
き
か

ら
起
こ
る
人
権
ト
ラ
ブ
ル
〜
」
と
題
し

た
時
事
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
参
加
者
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
操
作
し
な
が
ら
講
演
を
聞
き
、
設
定

の
見
直
し
や
具
体
的
な
事
例
を
学
び
ま

し
た
。
無
料
通
話
ア
プ
リ
で
も
情
報
共

有
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
も

の
が
あ
り
、
設
定
を
間
違
え
て
使
用
す

る
と
情
報
が
拡
散

す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
安
易
な
投

稿
か
ら
思
わ
ぬ
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

凶
悪
な
犯
罪
や
不
可
解
な
事
件
が
増

え
て
い
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
偏
っ

た
情
報
と
視
覚
的
な
影
響
が
大
き
く
、

便
利
な
時
代
で
は
あ
る
が
、
日
頃
の
会

話
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
か
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
52
名

　

実際の現場は大迫力！

危
機
管
理
は
入
念
に

ー
時
事
文
化
講
演
会
を
開
催
ー

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

今
年
度
、
初
め
て
の
例
会
事
業
と
し

て
「
加
古
川
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ョ
ン
研
修
会

〜
ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ 

ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

企
業
を
経
営
し
て
い
く
う
え
で
、
将

来
の
姿
＝
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
今
回
の
研
修
会
は
、
そ

の
大
切
さ
を
学
ぶ
第
一
歩
と
な
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ 

筆
頭
副
会
長

の
吉
田
昌
宜
氏
、
同 

理
念
形
成
委
員
長
の

岡
田
充
貴
氏
、
講
師

補
助
と
し
て
同
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
小
林
政
嗣
氏
、

前
田
武
彦
氏
、
清
水

亮
佑
氏
を
お
招
き
し
、

理
念
形
成
や
綱
領
指
針
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

作
り
方
な
ど
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
素
晴
ら

し
い
例
会
が
開
催
出
来
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
委
員
長  

冨
士
原  

満
）

　

自
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
言
葉
に
し
て
い
く

ー
７
月
例
会
を
開
催
ー

  

青
　
年
　
部

※Dコース２社、Eコース２社は参加希望者なし、見学取りやめとなった。

講師の方 と々
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

資料を用いての解説

にぎやかな空間

　

７
月
11
日
〜
13
日
、
佐
渡
へ
の
国
内

視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
佐
渡

の
金
山
が
２
０
２
４
年
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
地
域
経
済
は

さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
経
営
方

法
や
成
り
立
ち
、
特
長
な
ど
、
そ
の
歴

史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

出
発
日
は
神
戸
空
港
か
ら
、
本
年
新

た
に
就
航
し
た
ト
キ
エ
ア
で
新
潟
空
港

へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
到
着
後
、
「
第

50
回
日
本
の
プ
ロ
が
選
ぶ
日
本
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
１
０
０
選
」
第
１
位
に
輝

い
た
月
岡
温
泉
「
白
玉
の
湯
華
鳳
」
へ

宿
泊
し
、
最
上
級
の
お
も
て
な
し
を
体

感
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
佐
渡
金
山
・
北
沢
浮
遊
選
鉱

場
跡
と
佐
渡
名
物
の
「
た
ら
い
舟
」
を

訪
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
日
本
最
大

の
金
銀
山
と
し
て
世
界
有
数
の
算
出
量

を
誇
っ
た
佐
渡
金
山
は
、
そ
の
鉱
山
技

術
や
経
営
方
法
が
国
内
の
鉱
山
開
発
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
は
「
現
地
で
見
る
と
規
模
の
大

き
さ
が
よ
く
分
か
る
。
何
百
年
に
わ
た

り
金
山
の
歴
史
を
守
り
続
け
た
佐
渡
の

人
々
の
熱
い
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
８
名

　

佐
渡
金
山
を
視
る

ー
国
内
視
察
研
修
会
を
開
催
ー

　
異
業
種
交
流
会

　

７
月
29
日
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
・

事
業
創
造
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
伊

藤
聡
子
氏
を
講
師
に
、
「
地
域
活
性
化

と
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
」

と
題
し
た
環
境
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

気
候
変
動
対
策
と
し
て
「
企
業
の
適

応
」
と
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
」
が

肝
で
あ
る
こ
と
や
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
強
靭
化
や
イ
ン
フ
ラ
の
気
候
耐
性

評
価
等
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
が
企
業
の
生
存
戦
略
で
あ
る
こ
と

を
認
識
す
る
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
衰
退
著

し
い
日
本
を
上
昇

さ
せ
る
に
は
、
東

京
あ
る
い
は
地
方

い
ず
れ
か
へ
の
選

択
や
集
中
で
は
な

く
、
双
方
を
か
き

混
ぜ
る
方
策
が
重
要
で
あ
る
と
解
説
し
、

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
で
都
市
と
地
方

が
連
携
し
、
循
環
・
自
立
で
き
る
豊
か

な
地
域
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
我
々

の
使
命
で
あ
る
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
、

出
席
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
75
名
（
懇
親
会
は
41
名
）

　

地
域
活
性
と
環
境
へ
の
挑
戦

ー
環
境
講
演
会
を
開
催
ー

　
環
境
保
全
研
究
会

  
女
　
性
　
会

岡田市長を囲む

　

恒
例
と
な
っ
た
岡
田
市
長
と
女
性
会

メ
ン
バ
ー
と
の
懇
談
会
が
、
７
月
15
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
市
長
よ
り
、
令
和
７
年
度
の
理

念
や
中
長
期
的
な
方
向
性
を
基
に
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
加
古
川
左
岸
の
開
発
や
今
春
オ
ー

プ
ン
し
た
権
現
総
合
公
園
、
日
岡
山
公

園
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
―
ン
な
ど
の

身
近
な
自
然
を

活
か
し
た
魅
力

づ
く
り
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
、

女
性
会
メ
ン
バ

ー
ひ
と
り
ひ
と

り
が
様
々
な
業

種
の
視
点
か
ら

の
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

加
古
川
駅
周
辺
の
再
整
備
に
よ
る
に

ぎ
わ
い
創
出
、
産
業
誘
致
に
よ
る
雇
用

の
創
出
な
ど
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
も

詳
細
が
示
さ
れ
、
加
古
川
市
の
未
来
像

と
そ
の
具
体
的
施
策
を
深
く
理
解
す
る

機
会
と
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定

の
２
時
間
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
14
名

　
　
　
　
　
　

（
監
事　

関　

千
咲
）

　

　　

８
月
４
日
、
今
年
も
賑
や
か
な
納
涼

懇
親
会
を
女
性
会
会
員
の
店
『
プ
ー
ラ

ビ
エ
』
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

パ
ワ
フ
ル
な
女
性
会
の
面
々
で
店
内

満
席
の
中
、
善
積
会
長
の
挨
拶
、
畠
山

さ
ん
の
乾
杯
に
て
和
や
か
に
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
も
２
名
の
新
入
会
員
の
方

が
出
席
し
て
下
さ
り
、
参
加
者
全
員
の

自
己
紹
介
、
近
況
報
告
、
名
刺
交
換
等

を
行
い
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
の
食

事
を
し
な
が
ら
の
会
話
は
、
打
ち
解
け

易
く
お
互
い
を
知
る
と
て
も
い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
テ

ー
ブ
ル
の
食
事

は
完
食
！
細
や

か
な
配
慮
の
献

立
に
、
和
薬
膳

の
効
能
を
学
び

な
が
ら
「
美
味

し
い
！
」
の
声

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
自
身
の
健

康
を
見
直
す
大
切
な
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
和
や
か
で
、
力
強
く
、

共
に
成
長
す
る
女
性
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
24
名

　
　
　
　
　

（
監
事　

伊
藤　

智
子
）

　　

加
古
川
の
魅
力
を
さ
ら
に
知
る

ー
岡
田
市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
ー

和
薬
膳
料
理
で
暑
さ
に
負
け
な
い
！

ー
納
涼
懇
親
会
を
開
催
ー
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※詳細は加古川市HPを
ご覧ください。　  

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日
　
時
　
９
月
22
日
㈪
10
時
〜

●
場
　
所
　
加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
管
理
課

　
TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
本
誌
「
商
工
か
こ
が
わ
」
の
表
紙
と

エ
ッ
セ
イ
に
ご
登
場
い
た
だ
け
る
事
業

所
を
募
集
し
ま
す
。
（
掲
載
時
期
に
つ

い
て
は
要
相
談
）

　
表
紙
で
は
、
新
事
業
を
始
め
た
の
で

知
っ
て
ほ
し
い
、
ほ
か
の
企
業
に
は
な

い
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
、

一
緒
に
頑
張
る
従
業
員
の
皆
様
と
登
場

し
た
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
仕
事
の
話
題
以
外

に
も
趣
味
の
話
、
密
か
に
挑
戦
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ご
自
身
に

つ
い
て
執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
　
会
員
課

　
TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
印
刷
物
入
札

商
工
か
こ
が
わ
の
表
紙
・エ
ッ
セ
イ
に

　
　
　
　
　
　
登
場
し
ま
せ
ん
か
？

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

「お米商品券」取扱店舗一覧掲載のご案内
　加古川市では10月下旬頃に子育て世帯に全国共通おこめ券又はおこめギフト券（以下、「お米商品
券」）4,400円分を配付します。配付に伴い、市民の皆様へ周知等を行うため、
取扱店舗一覧を作成し、市ホームページに掲載予定です。お米商品券が使える
加古川市内の店舗の皆様におかれましては、取扱店舗一覧への掲載を希望する
場合は右記二次元コードからフォームにご登録ください。

加古川市こども政策課からのお知らせ

お問い合わせ　加古川市こども政策課　TEL ４２７－９２９５

ネーミングライツパートナーを募集します
　加古川市の施設などに企業名や商品ブランド名などを冠した愛称を付けたい

団体を募集しています。

対　　象　　者　団体（法人格は必須ではありません）

申　込　期　間　11月12日㈬まで

問い合わせ先　加古川市行政経営課（TEL ４２７－９７５３）

加古川市行政経営課からのお知らせ

検定種目

日商珠算
（そろばん）

回施行級 試験日 申込期間 受験料
各種検定試験のご案内

１級：2,800円

２級：2,000円

３級：1,800円

１級：8,800円

２級：5,500円

３級：3,300円

［窓　口］９月10日㈬～９月12日㈮まで

［ネット］９月30日㈫～10月16日㈭まで

［窓　口］10月15日㈬～10月17日㈮まで

10月26日㈰

11月16日㈰

235

171

１～３

１～３

申込方法等、くわしくは 加古川商工会議所　振興課（TEL 079－424－3355）まで

日商簿記



16

商工かこがわ９月号

発　行　
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TEL
FAX

●招き猫の日（29日）
　招き猫の魅力をアピールし、多くの人に福を招い

てもらうことが目的で、「くる（９）ふ（２）く

（９）」（来る福）と読む語呂合わせの日付から記

念日に制定。この日を中心に、三重県・伊勢の「お

かげ横丁」の「来る福招き猫まつり」など、全国各

地で記念行事が開催されている。

　『残暑』って言葉、

優しすぎない？“暑さ、

居座り中”の方がしっく

りくる。　　　　　　

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

●●●●●●●●●●●９月の会議所カレンダー９月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
1
2
4
5
6
7

月
火
木
金
土
日

令和7年度 第2回常議員会
広報委員会、 会員事業所健康診断
会員事業所健康診断
無料 法律相談、 第43回近畿ブロック大会「ONE HYOGO かこがわ大会」
第22回商工祭 加古川楽市、 第43回近畿ブロック大会「ONE HYOGO かこがわ大会」
第22回商工祭 加古川楽市

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、９月５日㈮までに予約が必要です。（☆）
《問合わせ・予約連絡先》※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　  ☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２

日 曜日 行　　　事
8
9
16
18
19
〔個別経営相談会〕２・３・９・10・16・17・24・25・30日

月
火
火
木
金

会員事業所健康診断
会員事業所健康診断、 無料 不動産相談
無料 金融相談（兵庫県信用保証協会 加古川支所）
会員事業所健康診断
無料 法律相談

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　
加
古
川
駅
か
ら
徒
歩
5
分
の
好
立
地

に
定
員
12
名
〜
90
名
ま
で
の
様
々
な
タ

イ
プ
の
会
議
室
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

展
示
会
や
販
売
会
な
ど
に
も
ご
利
用
い

た
だ
け
る
展
示
ホ
ー
ル
も
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
備
品
の
貸
出
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〇
全
館
W
i
‐
F
i
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト

　
完
備

〇
有
料
貸
出
可
能
な
備
品
は
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
タ
ー
、ス
ク
リ
ー
ン
、放
送
設
備
等

　 　
貸
会
議
室
の
ご
案
内

室名・定員 時間 9~12 時 13~17 時 18~21 時 9~17 時 13~21 時 9~21 時

5F 500 会議室 22 名 最初の 2時間 2,640 円、以降 1時間ごとに 1,320 円加算  

4F

大会議室（A+B） 90 名 14,520 24,200 24,200 33,880 43,560 58,080

特別会議室 36 名 11,616 23,232 23,232 30,008 41,624 53,240

オーバルルーム 14 名 1 時間ごとに 1,936 円

1F 展示ホール（A+B） 約 200 名 33,880 38,720 38,720 67,760 72,600 106,480

B1

B１中会議室 38 名 最初の２時間 4,224 円、以降１時間ごとに 2,112 円加算

B１小会議室 18 名 最初の２時間 2,640 円、以降１時間ごとに 1,320 円加算

B１特別室 12 名 最初の２時間 2,640 円、以降１時間ごとに 1,320 円加算

●お問い合わせ　総務管理課（貸室担当）℡０７９－４２４－３３５５

使用時間は
9~22 時

貸室利用料金表（会員料金）（消費税10％込み価格　単位：円）

B1 中会議室 展示ホール 

オーバルルーム 大会議室 詳細はこちら  


